








要約:神経芽腫の組織分類ならびに生物学的因子と予後についての関連性について検討し、

さらにスクリーニング陽性症例を含むいくつかの特殊な腫瘍群について解析をおこなった。

本腫瘍の生物学的特徴は種々の分子生物学的手法によって明らかにされつつあり、それぞ

れ臨床的な予後についても相関する場合が少なくない。現時点において単独の予後因子と

しては病理組織分類(Shimada 分類)はもっとも信頼性のおける予後因子群の一つであり、

また通常の病理組織標本から判定可能である点で有用であると思われた。


